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Ⅲ　ＫＹ活動

第１　Ｋ Ｙ 活 動 と は

人間は誰でも、つい「ウッカリ」したり、「ボンヤリ」したり、錯覚をします。横着して近道や省
略もします。このような人間の行動特性が誤った動作などの不安全行動（ヒューマンエラー）をもた
らし、事故・災害の原因となります。これらは、通常の慣れた業務で起こりがちです。
事故・災害を防止するには、業務を始める前に、「どんな危険が潜んでいるか」を職場で話し合い「こ
れは危ないなぁ」と危険のポイントについて合意します。そして、対策を決め、行動目標や指差し
呼称項目を設定し、一人ひとりが指差し呼称で安全衛生を先取りしながら業務を進めます。この
プロセスがＫＹ活動です。
なお、ＫＹ活動推進に必要な手法を習得するための危険予知訓練をＫＹＴ（Ｋ危険・Ｙ予知・Ｔ
トレーニング）と呼んでいます。

みんなで安全「先取り」の話し合い

こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
K
Y
活
動

「どんな危険がひそんでいるか」 業務の要所要所で

一人ひとりが実践

目標を立てて…

対策を決める

「これは危ないなぁ～」

話し合い

合 意

ワイ
ワイ

ガヤ
ガヤ

そうだね

設定温度
○○℃ヨシ！
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第２　災害はなぜ起こるのか

1　災害のほとんどは不安全行動（ヒューマンエラー）が引き金

災害の原因を調べてみると、人の不安全行動に関わるものが96.9%を占めています。ＫＹ活動は、
この不安全な行動に着目して危険予知活動を進めているのです。

図3-1　災害原因の比率

（資料出所：安全衛生情報センター「平成19年 労働災害原因要素の分析」）

2　不安全行動の原因

不安全行動を引き起こす原因は、表3-1のようにいろいろあります。

表3-1　不安全行動の原因

人間特性

①　人間の能力ではできないという「無理な相談」、「できない相談」、例えば暗く

てまたは明るくて見えない、騒々しくて聞こえないなど

②　取り違い、勘違い、考え違いなどの判断の「錯誤」、「誤判断」

③　ウッカリ、ボンヤリの見間違いなど

④　思い込み

教育・訓練不足 安全な作業の進め方に関する教育・訓練不足

ルール違反 決められたルールを守らないなど近道反応、省略行為

不安全な状態＋不安全な行動
89.2％

不安全な状態のみによるもの
1.9％

不安全な状態および
不安全な行動のないもの
1.2％

不安全な行動のみによるもの
7.7％
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第 3　安全衛生をみんなで進めよう

1　安全衛生推進の重要な柱

安全衛生を先取りして、活力ある職場風土をつくるには３つの重要な柱があります。

（１）トップの経営姿勢
安全衛生はまず、「働く人、誰一人ケガをさせない」という経営トップの厳しい経営姿勢か
ら活動が始まります。

（２）管理者による実践
管理者である施設長、課長、係長、責任者（リーダーなど）が、業務の中に安全衛生を一体
のものとして組み込んで、率先垂範して実践します。

（３）職場自主活動の活発化
一人ひとりが危ないことを危ないと気付き、自主的、自発的に安全行動をとります。

2　管理活動と職場自主活動で相乗効果

安全衛生活動の基本は、全員参加です。経営者はもとより、管理者である施設長や課長、係長
そして一般職員まで、全員の参加が不可欠です。全員参加といっても、経営者から一般職員までＫ
ＹＴや指差し呼称を行うということではありません。施設全員が立場・持ち場のそれぞれの職責
において、任務と役割と責任を果たすということです。
したがって、理想的な安全衛生活動とは、管理者側の管理活動（トップダウン）と一般職員側の職
場自主活動（ボトムアップ）とが重なり合って大きな成果を得ることになります。

管理活動と職場自主活動の関係

管理活動とは 職場自主活動とは

● 管理体制・職制を通じて

● 基準・指示・命令に基づき

● ハードウエアおよびソフトウエアの

　 対策を進める活動

● 職場・仕事の仲間同士で

● 対策を話し合って決め

● 自ら実行する活動
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第 4　ＫＹ活動を定着させよう

1　業務と一体のＫＹ活動

製造業などの業界では、業務を安全に事故なく進めるために、日常業務と一体のものとして安
全衛生の取組みを行っており、これを「ＫＹサイクル」と呼んでいます。
ＫＹサイクルには、一日の業務に各種の安全手法が組み込まれています。
一日のサイクルを「作業前」「作業中」「作業後」の３つに分けてとらえ、安全で事故のない業務を
進めます。

図3-2　業務と一体のＫＹ活動

始業・終業時ミーティング　　　　　　　　　　　　　　　業務遂行中

業務中

業務遂行
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連絡・休憩
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2　ＫＹＴの目指すもの

（1）感受性を鋭くする
ＫＹＴは、危ないことを危ないと感じる感覚、危険に対する感受性を鋭くします。

（2）集中力を高める
ＫＹＴは、限られた時間内で、イラストシートなどを使って職場や作業の危険を見つけ出したり、
対策を考え出す必要があることから、その過程で集中力を養うことができます。

（3）問題解決能力を向上させる
ＫＹＴは、気付いた危険に対して具体的で実行可能な対策を出し合い、さらに重点実施項目の
絞り込みを行う中で、危険に対する問題解決能力を向上させます。

（4）実践への意欲を強める
ＫＹＴは、危険に対するホンネの話し合いの中で、ヤロウ・ヤルゾの実践活動への意気込みを
強めます。

（5）職場の風土づくり
ＫＹＴは、単に危険の除去だけを目指しているのではありません。最終的には「先取り的」「参加
的」な明るくいきいきとした「ゼロ災」職場風土づくりをめざします。

毎日毎日、要所要所で繰り返しＫＹ

危ないものを本当に危ないと感じる感受性を研ぎすまそう

現場では指差し呼称でヒューマンエラー事故防止

危険のポイントで指差し呼称して集中力を高めよう

危険をテーマにした話し合い

対策案の出し合い～絞り込みで問題解決能力を向上させよう

仲間同士でホンネの話し合い

自ら進んで「よしやろう！」と実践につなげよう

危険を「先取り」、みんなで「参加」して

明るく生き生きとした職場風土をつくろう




